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 計画の位置付け 
「長泉町環境基本計画」は「長泉町環境基本条例」第 7 条に基づき策定するものであり、環境

に影響を及ぼすと思われる町の施策・事業は、この環境基本計画と整合を図りつつ進めることで、

長泉町総合計画を環境の面から実現していくこととします。 
なお、国や県の環境基本法・環境基本条例や環境基本計画などとの関連性にも配慮するととも

に、本町が国や県、その他の自治体などと連携を取りながら進めていく施策や事業の方針につい

ても示すものとします。 

 
 

 

 計画の期間 

期間は、2012（平成 24）年度からの 10 年間とし、計画の目標年次は 2021（令和 3）年度とし

ます。ただし、環境問題への取り組みは長期的な視点に立つことが重要であることから、本計画

では 30 年後に実現させたい環境像を「望ましい環境像」として設定し、その実現のため、10 年

間に実施していく施策や取り組みの基本的方向を示すという形をとります。 

また、社会経済状況及び環境の状況の変化、計画の進捗状況、他の計画などとの整合などに対

応するため、5年目の 2016（平成 28）年度に中間見直しを行い、後期計画を策定しました。 
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年度 
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（2016 年度） 

環境基本計画（10 年間） 望ましい環境像 

計画期間終了 

 

2017 
年度 

 

2021 
年度 

30 
年後 

前期計画 後期計画 
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長泉町 

静岡県 

国 

長泉町環境基本計画 

長泉町環境基本条例 第 4次長泉町総合計画 

個別の計画 

環境基本法 

環境基本計画 

静岡県環境基本条例

法

静岡県環境基本計画 

第 7条 

整合 

環境面 

から実現 
即する 関連 

関連 

 長泉町一般廃棄物処理基本計画 

 長泉町地球温暖化対策地方公共団体実行計画 

（区域施策編、事務事業編） など 

上位計画として位置付け 
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 計画の対象地域 

計画の対象とする地域は、長泉町全域とします。 

 

 計画の対象とする環境の範囲 

計画の対象とする環境分野を自然環境、快適環境、生活環境、廃棄物・地球環境、環境教育・

環境情報に分け、さらにその各分野に含まれる環境の範囲を以下のとおりとします。 

なお、これらの環境は人口・世帯数、産業、交通、土地利用などの「社会」や「経済」など

とも密接に関わるものであり、ここにあげた範囲に限らず、「環境」「社会」「経済」という視点

で総合的に捉えていくこととします。 

 

 

 
 

 計画の推進主体と役割 

計画を推進する主体は、町・町民・事業者とします。各主体は、長泉町環境基本条例に規定さ

れている責務を果たすとともに、互いに連携し、一体となって本計画の目標の達成に向けて協力

していくことが必要です。 

 

 
 本町の自然・社会状況に

応じた環境基本計画や

施策を検討してこれを

実施します。 

 
 日常生活の中で自ら進

んで、環境保全に関する

取り組みを実践します。 

 環境施策に協力します。 

 
 環境負荷の低減や環境

保全に関する取り組み

を積極的に進めること

により、事業活動で生じ

る公害や自然環境への

影響を防ぎます。 

 環境施策に協力します。 

町 町民 事業者 
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河川・水資源 

森林・農地 

動植物 

 
自然とのふれあい 

公園緑地・景観 

歴史・文化 

環境美化 

 
水環境・大気環境 

（大気汚染・悪臭 

騒音・振動） 

公害 

 
廃棄物 

地球温暖化 

エネルギー 

 
環境教育・環境学習 

環境保全活動 

環境情報 

自然環境 

廃棄物・地球環境 

快適環境 生活環境 

環境教育・環境情報 
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 基本理念 
基本理念とは、町・町民・事業者が環境の保全及び創造を推進するにあたって、行動や判断の

共通認識とすべき事項を示したものです。 

長泉町環境基本条例の第 3条では、町の環境及び人類の生存基盤である地球環境について、現

在のみならず将来の世代も環境の恵みを受けることができ、また、良好な状態で引き継いでいけ

るよう、4 つの基本理念を定めています。本計画においても、同条例の基本理念を踏襲して掲げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 望ましい環境像 
望ましい環境像とは、環境課題を踏まえたうえで、本町がこれからどのような環境を目指して

計画を進めていくのかを示す長期的目標であり、概ね 30 年後を想定しています。 

基本理念のもと、町・町民・事業者の各主体が自らの役割を果たし、将来の望ましい環境像の

実現を目指します。 

 

みんなを元気にする 水と緑のふるさと ながいずみ 

～いつまでも住み続けたい e まちをめざして～ 
 

豊富で透き通ったきれいな水。 

愛鷹山麓やクレマチスなどの緑豊かな街並み。 

わたしたちのまちの大きな特徴である豊富な水や緑は、子どもや大人、 

人や環境、暮らしや産業など、長泉町にある全てのもの（みんな）を 

元気にしてくれる原動力となっているものです。 

また、水や緑はそのまま環境の資源として、 

または産業で使われて町外へも恵みをもたらしています。 

このような水と緑を生み出す「ふるさと」としての意識を高めるとともに、 

ここに住むすべての人が誇りに思えるような「ふるさと」となるよう、 

安全・安心でいつまでも住み続けたいと思える 

環境（e）のいいまち（“eまち”）を目指します。 
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●環境の恵みを受け、良好な環境を将来の世代へ引き継ぐ 

●町・町民・事業者それぞれが自主的かつ積極的に取り組む 

●環境への負荷を低減して自然と共生する循環型社会をつくる 

●すべての事業活動や日常生活で地球環境の保全を推進する 
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 環境目標 
 望ましい環境像を実現するための柱として環境目標を定め、これらの下に具体的な施策を展開

していきます。また、環境目標をわかりやすく示すため、30 年後の環境イメージを示します。 

 

■人と自然が ともに生きるまち 
今まで私たちの便利で快適な暮らしは、森林や農地、川、地下水、そこに生きる動植物などの

自然環境を一方的に利用することで成り立ってきました。しかし、すべての自然環境は地球上で

つながっていて、どこかの環境に問題が起これば、必ずほかの環境に影響が及びます。そのため、

人と自然がともに生きることができ、自然からの恵みを元気の源として、将来まで引き継いでい

くことができるまちをつくります。 

 
 

■心地よく 住みやすいまち 

身近に公園など憩いの場所がたくさんある、街なかに緑があふれている、自然とふれあうこと

ができる、景色がきれい、歴史や文化を肌で感じることができる…。これらの要素はいずれも、

私たちの暮らしの中で安らぎや快適さを感じさせるものとなっています。このような環境を増や

していくことにより、みんなが心地よく、住みやすく、今後もずっとここで暮らしたいと思える

まちをつくります。 

 
 

■水と空気がきれいで 安全なまち 

 私たちが健康な生活を送るためには、水や空気がきれいで、不快な音や臭いがせず、かつ化学

物質などによる影響のない安全な環境が必要です。そのため、日常生活や事業活動による環境へ

の影響を減らし、安全・安心で住み続けることができるまちをつくります。 
 

 

■地球にやさしい 循環するまち 

今までの大量生産・大量消費・大量廃棄型のライフスタイルは、資源の枯渇や環境への負荷の

増大、ごみの増大を引き起こすとともに、地球温暖化のような地球規模の問題を引き起こしまし

た。そのため、これからは地球にやさしい資源エネルギーが循環するまちをつくります。 
 

 

■みんなで環境をまもり つくりだすまち 

すべての人が、これからも安心して暮らせる環境をつくるためには、一人ひとりが地球で起き

ている環境問題のことをよく勉強し、環境を大切に思う心を持つことが大切です。町・町民・事

業者が協働し、みんなで環境を守り、創り出すことによって、私たちの誇りとなるような環境の

“ふるさと”をつくります。 
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 環境施策の体系 
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重点プロジェクト 

 

環境目標 

1 水のふる里ながいずみ プロジェクト 

2 まちじゅう緑花 プロジェクト 

3 みんなでごみゼロ プロジェクト 

4 低炭素な暮らしを生み出す プロジェクト 

 

みんなを元気にする 水と緑のふるさと ながいずみ 
～いつまでも住み続けたい e まちをめざして～ 

 

望ましい環境像 

 

行動方針 

1 人と自然がともに 

生きるまち 

01 川や水をまもる 

02 森をまもる 

03 田畑をまもる 

04 生きものをまもる 

05 自然とふれあう 

2 心地よく  

住みやすいまち 

3 水や空気がきれいで 

安全なまち 

4 地球にやさしい 

循環するまち 

5 みんなで環境をまもり

つくり出すまち 

06 公園や緑をふやす 

07 きれいな風景や歴史をのこす 

08 落ちているごみをなくす 

09 きれいな水の環境にする 

10 きれいな空気と静かな環境にする 

11 公害や化学物質の問題をなくす 

12 ごみを少なくする 

13 ごみを運んで処理する 

14 地球温暖化を止める 

15 環境について学び活動する 

16 環境について知る 
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